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を書いた。「A.Z.E.G.（Ales zur Ehre Gottes !）すべては神の名誉のために！」。1911年に松葉
杖をついて大学入学資格試験を受けた。1912年に「わがユダヤ人の友人へ」と献辞を書いた処女
作品『全能の神の女王』が、ようやく1919年にベルリンのエスターヘルト書店から出版されるこ
とになった。主人公はシェロメ・アレクサンドラであり、有名なサロメのおばである。
　1913年、ディーツェンシュミットはベルリンに行き、文学史を学び、ジャーナリズムの学校に
通った。ベルリンでは1913年から1914年にかけて短篇を、1918年に『死神王』の題の伝説を書き、
－149－
埼玉女子短期大学研究紀要　第36号　2017.09
－150－
ともにエスターヘルト書店から出版された。1915年、アブラハムによる『ハガルの追放』という
戯曲が完成した。「私はこの作品を、ハガルとその子供への残虐な不当行為にたいする憤懣やる
方ない気持ちで書きはじめた」とディーツェンシュミットは書いている。「そしてこの作品は老
いて孤独になったサラの悲劇となったが、私はサラを裁きたかったのだ」。
　「世界舞台」の編集者ジークフリート・ヤーコプゾーンこそは、ディーツェンシュミットの作
品をエスターヘルト書店にもちこんだ人だった。ディーツェンシュミットはボヘミアにもどり、
ブリュックス（モスト）に定住した。1919年のボヘミアの作家へのクライスト賞授与に決定的な
後押しとなったのが悲劇『小さな女奴隷』であり、「神の子供」への裏切りを批判した作品であ
る。ディーツェンシュミットが批判したのは、社会的な困窮から逃れるために未成年の少女に財
産目当ての結婚を許す状況である。「菩提樹下の小劇場」で上演されることになっていたこの作
品の初演は、警察から禁止された。
　この作品は最終的に1919年の５月にベルリンのフランクフルター・アレーのローゼ劇場で初演
があり、結婚させられたプロレタリアの子役はイーダ・オルロフが演じ、成功し大評判となった。
ドイツの舞台は二百回を超え、チェコ語にも訳されプラハで上演された。ディーツェンシュミッ
トは一夜にして高額の印税をとる作家となったが、印税はそのあとインフレで無に帰した。クラ
イスト賞受賞の理由は作品のもつ「ゴヤのような力」が根拠となったが、かれの作品には「あら
ゆる種類の暴力にたいする嫌悪が消しがたくあることが特徴的である」とされた。
　『クリストファー』と『聖ヤコブの巡礼』によってディーツェンシュミットは、1920年に聖人
戯曲のシリーズを開始し、その最高潮の作品として完成されたのが民衆喜劇『愛するアウグス
ティン』であった。『愛するアウグスティン』は、パウル・ベッカーが支配人のカッセル州立劇
場でエルンスト・クジェネクの舞台音楽によって初演を迎えた。ディーツェンシュミットは聖人
戯曲でカトリック教会による反宗教改革のバロック演劇を用いている。1928年、ディーツェン
シュミットは『裏の家の殺人』によって現代のテーマにはいっていき、この作品をレオポルト・
イェスナーは『裏の家の伝説』という題でベルリンのシラー劇場で初演させた。
　聖人伝の話はこうである。若い反ユダヤ主義者のエンゲルハルトが、貧乏の巣くうベルリンの
質素なアパートの裏の家でひそかにアパートのオーナーの家で殺人を犯した。通りすがりに走っ
てきた者のなかにいたのがユダヤ人の行商人シモンであり、かれは瀕死の人物の体を支えている。
その人物は最後の力をふりしぼりどもりながら野次馬に殺人者の名前を告げようとするが、かれ
の口を封じ、しつこくこう頼むのがこの老ユダヤ人である。「それを言うな」。するとベルリン
北部からきたこの賢者ナータン自身が疑われたが、証拠不足でふたたび釈放となる。殺人者は行
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為を通じて自ら神のところにやってきて償いを見いだすことになる。
　「ベルリン日報」紙はこう書いた。「シラー劇場の観衆は感動していた」。「ベルリン新聞」
はこう批評した。「ディーツェンシュミットはいつも通り直截に問題の核心をとらえている。霊
感の純粋さ。霊感がすばらしい成果をあげている」。ベルリンの「ユダヤ自由新聞」はディー
ツェンシュミットの作品をこう批評していた。「この老行商人は神とともに、そして殺人者に抵
抗する、かつての「自己」とともに、殺人者の魂の誕生をもとめる。この作品には言葉で尽くせ
ない詩情と美しさ、ユダヤ人の精神性をめぐる深い知識、注目に値するタルムードの知識の部分
があり、かれは老ユダヤ人が若い殺人者に主張するあらゆる考え、あらゆる信仰の表明をタル
ムードの出典箇所から裏づけていく　　そして殺人者はこの憔悴した魂の格闘の終わりに両手を
天に挙げて叫ぶ。「神よ、神よ、助けてください、もう生きられません！」 　　すると戦いと問
題点が老ユダヤ人の言葉とともに消えていく。「なんということだろう、かれが以前にこのよう
な罪を犯していなかったならば、どうしてかれの口からこのような歌ができただろう」。同紙は
さらにこう書く。「この作品のユダヤ性がいっそう高貴に結晶化していくのを見ると、恍惚に浸
りながらユダヤ人として観客席に座ってしまうのだ。なぜならばいかに戦いにここで決着がつけ
られるのか緊張をもって感じることになるからだ。ここでは伝説が重要ではなく、独自の戦で獲
得される認識の表明である。つまり神の神聖さを深く信心するユダヤ人には、きわめて貧しい環
境にあっても、いかがわしいことこのうえない軽薄な犯人にたいし神の認識をめぐる戦いを強い
るに十分な偉大さと力があるという考えである。　 　この作品を書いたディーツェンシュミット
氏に感謝」。
　だがここではディーツェンシュミットの不吉な短絡的結論も、「第三帝国」に固執して出され
ているのである。つまりこの信念は、この犯罪者に神の認識をめぐる戦いを強制できるというこ
とである。ヒトラーの機関紙「フェルキッシャー・ベオバハター」は、ハンス・ハニー・ヤーン
の『メデア』とフォイヒトヴァンガーの『ユダヤ人ジュース』とともに、1932年のディーツェン
シュミットの作品も「マルクス主義の劇」に分類し、「高貴な心に打ち勝てないユダヤ人」が登
場する作品はすぐに中止するように通告した。ベルリンではアレクサンダー・グラナッハがユダ
ヤ人の行商人シモンの役を演じ、反ユダヤ主義者エンゲルハルトの役割をファイト・ハルランが
演じた。
　ナチスが権力に就くまえのディーツェンシュミットの最後の作品『神の裏切り者』は、1932年
にウルムで初演された。ディーツェンシュミットのユダはすべての弟子のなかで一番信仰心が篤
く、イエスがなぜエルサレムに移住したのか完全に理解していた唯一の人物である。このユダは、
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神の意志を満たすと信じて身を捧げる。ユダは自分の行為によって神の権利に介入したので身を
滅ぼした。ディーツェンシュミットは「神の裏切り者」にこういわせている。「主よ、私は知っ
ています、私へのあなたの愛は選ばれた、おどろくべき神の恩寵であり、また愛が注がれる人間
を打ち砕く恩寵でもありました」。
　ディーツェンシュミットはベルリンとブリュックスに住居をもっていたが、ともに放棄して、
1942年にフライブルクのボンドルフに定住した。「カトリックの精神生活の援助基金」からの援
助で家族とともに暮らした。ゲシュタポによって監視されていたこの作家は、ふたたびライヒェ
ンベルク（リベレツ）に反ファシズムのかれの友人を訪ねた。戦後はプラハに越そうとした。そ
して平和になったときに新たな驚愕的な情報がボンドルフのディーツェンシュミットのもとには
いってきた。「わが故郷の街テプリツェにおける療養所と城の庭園の木が絞首台用の森となって
しまった。わが愛する友人の多くが1945年以前にアウシュヴィッツへの道を歩まねばならなかっ
たように、今度はべつの友人たちがチェコの収容所で辱めを受け、殴殺された」。
　ディーツェンシュミットはヒトラーがひき起こした追放事件を悲しんで、1945年にこう書いた。
「恐ろしかったのは、ベネシュ博士はヒトラーによるポーランドでの追放の手口に理屈抜きに
従ったことだ。ああ、私はひどいキリスト教徒なのだ。呪うことも憎むこともしてはならない　
　しかし私はこの『指導者』をいっそう激しく私の死の瞬間まで憎みつづけるのだ。チェコ人が
ベネシュの悪しき例に従うことで恨まれてはならない。『勝利を収めた』民族がべつの民族の没
落から学んだとはけっして思えないのだ」。
　ディーツェンシュミットの経済状態は、1945年以降は乏しくなり事実上飢えるほどであった。
かれの姉妹はエスリンゲンの自宅にディーツェンシュミットを引きとり、かれはそこで死去した。
エスリンゲンは最後の休息場所だった。ヨーゼフ・ミュールベルガーはディーツェンシュミット
の墓石にこう語りかけた。「20年前にかれは沈黙した。この沈黙は誠実な男、実直な男に敬意を
払い、そのため1933年以降の時代はかれに深い衝撃をあたえ、かれは粉々に割れた鐘のようにな
りもはや響くことはなかった。もっとも深い、もっとも高潔な人間性をそなえたこの作家は瀕死
の重傷を負わされていた。言葉が生き埋めになっていると知ること、それはこの作家には臨終の
ことである」。
＊
　ヨーゼフ・パウル・ホーディンをヨーロッパで知る者は、かれが卓越した芸術批評家、芸術史
家であると知っているが、かれを有名にしたのは、個人的な知り合いであったエドゥヴァルド・
ムンクの存在、ならびに友人関係にあったオスカー・ココシュカに関する浩瀚な伝記である。
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1905年８月17日に生まれたこのプラハ人は1944年からロンドンに住み、今世紀の偉大な画家につ
いて１ダースに余る書物を著し、ありあまる称賛の声が浴びせられた。
　ホーディンはロンドンの「現代美術研究所」の研究長であった。プラハ大学の法学博士は、ウ
プサラ大学から哲学の名誉博士号を受け、ウィーン大学の芸術史の教授職に就いた。ヴェニスの
ビエンナーレでは1954年に美術批評の国際賞をあたえられ、最高の国家栄誉があたえられたが、
そのなかにはノルウェーの聖オラヴ勲章があった。1965年、記念論文集『J・P・ホーディン－ヨー
ロッパの批評家』がロンドンで60歳の誕生日に出版されている。
　現在82歳になるこの人物は作家としてはいまだに認められていない。「人間生活がその中心で
裂けている宿命的な時代である」とホーディンは書いている。「過去は、今となっては蒼ざめた
夢として、すべての希望と存在の大いなる謎とともに登場してくる。しかしずっとあったのは、
かれに初めからあった任務を遂行するというどうにもならない衝迫の思いである」。ホーディン
ははじめから作家になろうとしていたが、その才能はプラハではすでにはやくから議論の余地の
ないほどだった。長編『殺人者』にはプラハの科学・芸術のドイツアカデミーから賞があたえれ
た。シュテファン・ツヴァイクとハインリヒ・マンはホーディンの文学的出発を称えた。ヨハネ
ス・ウルツィディールはホーディンの長編の原稿『湿原のテラス』の出版者としてグスタフ・キー
ペンホイアーを見つけたが、ナチスが権力に就いてユダヤ人ホーディンは機会を失った。
　ドレスデンを舞台にした芸術家小説が30年以上遅れて1970年にハンブルクのクリスティアン書
店から出版されたが、その意義が認められることはなかった。当時ホーディンは65歳であった。
車庫にあった金属製の箱には若きホーディンの文学の構想がはいっていた。それは第二次世界大
戦を通してこのプラハ出身者とともにあり、最後はほとんど消えそうになった短編と長編であっ
た。その作品はある男のトラウマを描いたものであり、ナチスドイツにたいする息子の抵抗で両
親が生活を犠牲にするトラウマである。この作家はこのトラウマを結局は無視できなかった。
「私は病気になり、苦痛に満ちた屈辱的な神経の虚脱と鬱病を体験し、医師たちは神経過敏な性
格のなかに長引くノイローゼを認めた」。
　ホーディンは、軍隊時代をしのいだあと、家で中尉の軍服を脱ぎ捨て私服にさっと着替えて両
親と別れた日のことを思い返している。「両親はかれに最後の眼差しを送るためにバルコニーに
出てきた。まえには母親が立ち、髪はもうすっかり白くなっていた。母親のとなりには、小さく
て半分隠れていた父親が立っていた」。ホーディンはマサリク駅行きの路面電車に乗ったが、そ
れは芸術都市ドレスデンに定住するためだった。その時なにをつぶやいていたのだろうか。「私
は約束したことを果したらもどってくる。私はもどる……」。
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　ホーディンは約束したことを50年代末に果した。「私は異常なほどプラハには憧れていた」と
いう。「この憧れが私をひき裂くことになった」。ホーディンはもどらなくてはならなかった。
だがそのもどる道はかれのトラウマの中心を通った。筆者はロンドンのかれの仕事部屋に座った。
「そのとき私はこの机のそばに立ち、なにが自分に起こるのか分かりませんでした。悪寒でふる
えながら敵対的に冷酷に私を凝視する紙に１ページ半書き、鉛筆を落としてしまいました。私は
書いたものを読み通す勇気はなく、通りに走り出てロンドン中をなにも見ずに、聞かずに何時間
もさまよいました。そのあとふたたび机にもどり書きました。またも立ちながら。私はわがプラ
ハの少年期の物語を書きました」。
　それはたんなる回想以上のものとなった。失われたプラハ、そしてプラハ不在の孤立感を書い
た比類なき創作となった。これと対をなす作品が、1928年にアウシヒ・アン・デア・エルベ（ウー
スチー・ナド・ラベム）に生まれ、現在アメリカ合衆国に住んでいるハナ・デーメツの自伝的な
長編『ボヘミアの家』である。両作品は発展小説である。一方はモルダウ河畔の首都の作品であ
り、他方はボヘミアの田舎の作品である。ハナ・デーメツの長編は1970年にウルシュタイン書店
から出版され、ホーディンの本はクリスティアン書店が発刊するまでに25年以上も読者を待たせ
たが、またもや反応はなかった。ホーディンは本の題をプラハにかんするカフカの有名な引用か
らとった。『ここの母親は爪をもっている』。ホーディンの本にはこうある。「しばしば私は考
えながら路地や小路をさ迷い歩いた、半ば物思いにふけりながら、半ば夢見ながら、まるで蜃気
楼であるかのような詩的雰囲気の靄の光景に見とれて。プラハ　　これは街ではない、世界であ
り、運命である！」。ホーディンの経歴が暴力的に遮断されたところに、ふたたびもとにもどす
のがむずかしかったのはなぜか。ロンドンにいるこのプラハ出身者は答える。「かつてダンテは
ラヴェンナで、たえずべつの階段を昇ることがいかに苦しいかを重々しい言葉で書きつけた。現
在私はこれがなにを意味しているかようやく分かった。それはアダムの、神自身から追放された
最初の亡命者の経験である」。
　人物写真家の息子であるホーディンは自分の初期に体験したドストエフスキーの読書のことを
想いだした。「私はプラハを歩いて、家々が私に突進してくるのではないかという気持ちになり
ました　　マイトナーが当時描いたように。私はプラハから脱出しなくてはなりませんでした。
ハムスンを通じて外へ出ることになったのです。かれの作品はすべて読みました。ハムスンは私
を助けてくれました。かれはドストエフスキーを晴朗なものへと翻訳したのです。私にとってハ
ムスンは解放の過程にありました」。
　ホーディンはドレスデンの国際的な展覧会で、最初に大々的にココシュカやムンクの作品と関
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わりあいができたが、そこからさらにベルリンに行き、長編『見知らぬ階段』を書いた。ベルリ
ンではナチスの暴力沙汰も目にした。ベルリンでチェコの外交代表部の外交官で作家のカミル・
ホフマンがかれにこう忠告してきた。「あなたがここに滞在しなくてはならないのであれば、去
りなさい。私はあなたをじきに守れなくなります」。ナチスの権力掌握のまえにホーディンはパ
リに行った。パリではアンナ・ゼーガース、グスタフ・レーグラー、エーゴン・エルヴィン・キッ
シュと知り合った。1935年１月、ホーディンはパリからストックホルムに引っ越した。
　ストックホルムでは、ドレスデンで知り合い好意をもっていたビルギト・エケソンと結婚した。
スウェーデン人の踊り子であった彼女はヴィグマンの弟子で、ストックホルムで舞踊学校を経営
し、国の指導層とは良好な関係にあった。彼女を通してホーディンは国王の息子で画家のオイゲ
ン王子と知り合った。「それから私は望まなかったが政治の世界にはいりました」とホーディン
は回想している。イギリス亡命中のエドヴァルト・ベネシュは、このプラハ出身者に情報提供者
としてスウェーデンとの良好な関係を築くように約束させた。「あなたはそうすべきだ。あなた
は仕官だ」。ホーディンは答えていわく、「私は情報を手に入れ、渡してきました」。
　その当時の状況についてこのプラハ出身者はこういう。「スウェーデン人はナチスが勝利する
ことを確信していました。スウェーデンはドイツ軍に占領されていなかったが、それでも占領国
家でした。ドイツ大使館には４百人のSS部隊がいて、十分な情報収集をしていたのです」。
ホーディンも逮捕され、1942年にスウェーデンからスパイ行為の理由で自由刑が下されるまで、
すぐれた業務を残していた。「私の逮捕後に情報がドイツの新聞に掲載されました」とホーディ
ンは回想している。「プラハでも掲載された。その直後、私の両親はゲシュタポに連行されアウ
シュヴィッツに追放されて殺害されたのです」。
　ベネシュは1944年２月、スウェーデンで逮捕され釈放されたホーディンをイギリス人が迎えに
いくように配慮した。「かれらは暗闇のなかを軍用輸送機ダコダでやってきて、同夜のうちにス
トックホルムから私とともに離陸しました。スコットランドに着陸するまで５時間かかりました。
私は救われ、芯まで凍えていました。このような冷気を飛行機で体験したことはありませんでし
た」。
　ホーディンはロンドンでベネシュ宅で報告するまえに、1934年から個人的な知り合いであるコ
コシュカを訪ねた。ホーディンは、ロンドンのノルウェー亡命政府におけるチェコ政府報道担当
官になった。ロンドンの印象はこうだった。「それは衝撃的だった。イギリス人はヨーロッパ人
ではない。他人をぼろぼろにするために、かれらはいつでもバランスに執着しているのだ」。
ホーディンには政治的な名誉欲はなく、プラハに帰還することはなく、イギリスにとどまり芸術
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批評家の仕事をした。以前に書いてあった長編と小説は金属の箱に消えていた。
　ハンブルクのクリスティアン書店から1974年に小説『エルフェルディンゲの人びと』が出版さ
れたが、ここでも反響は少なかった。1986年、このハンブルクの書店は小説集『失われた生活』
を公刊した。ロンドンの箱はずっとまえから空になってはいなかったのだ。ロンドンのホーディ
ン宅にいる筆者にホーディンはスウェーデンで書いてあった長編について語った。筆者がドイツ
にもどってみると、80歳の作家はこう書いてきた。
　「1935年にストックホルムで突然、大陸でひどいことが準備されているのが私にあきらかに
なったのです。気味の悪い将来への予感に押しつぶされながら『精神病院』の原稿を大量に書き
はじめました。私はあえてわが小部屋で書かずに、ストックホルム港に近い小さな公園のベンチ
に座り、そこでほぼ300頁をその当時の典型的な出来事を書いて埋め尽くしました。私は法学部
生のときプラハで研究のために精神病院を訪ねたことがありましたが、私の長編もさまざまな病
棟に分かれており、たとえば躁鬱病、精神分裂病、パラノイアの患者などの病棟でした。ひとり
の分裂病の患者が山上の説教を朗読し、パラノイア患者がナポレオン（ヒトラー）などとして登
場します……　あなたから刺激を受けてこの長編にさっと目を通してみると、着想といきいきと
した感情が横溢しているのにおどろきました。そこでこの本が失なわれないように編纂を決めま
した。あなたは私を大いに興奮させ、ふたたび惑溺させるように煽ってくれました。そしてまだ
十分な歳月が慈悲にめぐまれて私にあたえられるならば、響くままに聞こえるままにこの古い事
柄に触れようと思います」。
　『ここの母親は爪をもっている』のなかでヨーゼフ・パウル・ホーディンはプラハとの別れを
記述した。「かれは新しい人生の敷居にたっていた。かれはそもそものはじめから純粋に、見て、
聞いて、匂いを嗅ごうとした。先入観にとらわれない方法ですべてを理解して学ぼうとした。存
在の奇跡に本心を打ち明けようとした、花が露にするように。かれはその壮大な計画によって生
活をたえず改革し、生活をさらに凶運に近づけようとする人間を避けた。ピューリタン的な偽善
を避け、権力に飢えている煽動者を避け、愛の代わりに憎悪を説き、すべてをより知ろうとして
もなにも知らない人間すべてを避けた。かれはその当時も、かれの新しい人生の発展段階が、人
類史においてもっとも恐ろしく、無慈悲きわまりない局面とともに崩壊していくと予感できただ
ろうか」。
